内部通報制度 確認テスト（全10問）
研修の理解度チェック ― 解答・解説は別冊で配布します
	受講者名
	

	所属
	

	実施日
	【　　　年　　月　　日】


	得点
	　　　／ 10　（採点者記入）



	解答のしかた
○×問題は ○ または × に印を、選択問題は記号(a〜d)を、ケース問題は枠内に記入してください。
一部の問題には「2026年12月1日以降を前提」または「2026年6月18日現在を前提」と記載があります。その時点のルールを前提に答えてください。


問1　[○×]　社内規程に基づいて行う「内部通報」は、そのすべてが法律上の「公益通報」に当たる。
解答：　　　○　　　・　　　×
問2　[○×]　確実な証拠がそろっていなくても、自分が確認した範囲のことを内部通報窓口に相談・通報してよい。
解答：　　　○　　　・　　　×
問3　[○×]　匿名で通報しさえすれば、内容や状況にかかわらず、絶対に身元が分かることはない。
解答：　　　○　　　・　　　×
問4　[選択]　通報先の「順番」について、最も適切なものを1つ選びなさい。
a)　行政機関や報道機関等に通報する前に、必ず社内窓口を経なければならない。
b)　内部通報を経ていなくても、要件を満たせば行政機関等への通報も保護され得る。
c)　社外への通報は、理由を問わず一律に禁止されている。
d)　通報先はどこを選んでも、保護の要件はまったく同じである。
解答：　　　　　　
問5　[選択]　通報先と「保護を受けるための要件」の関係について、最も適切なものを1つ選びなさい。
a)　どの通報先でも、要件はまったく変わらない。
b)　一般に、報道機関等 → 行政機関 → 事業者内部の順に、要件はやさしくなる。
c)　一般に、事業者内部 → 行政機関 → 報道機関等の順に、満たすべき要件は厳しくなっていく。
d)　報道機関等への通報には、要件はいっさい設けられていない。
解答：　　　　　　
問6　[選択]　通報を理由とする「不利益な取扱い」について、最も適切なものを1つ選びなさい。
（2026年12月1日以降を前提）
a)　公益通報後1年以内にされた解雇・懲戒は、公益通報を理由とするものと推定される。
b)　通報した人に対する人事上の措置は、どんなものでも一律に違法となる。
c)　通報後であれば、会社はどんな不利益取扱いも自由に行える。
d)　不利益取扱いの禁止は、改正後も存在しない。
解答：　　　　　　
問7　[選択]　「あなたの同僚が通報したらしい」という噂を社内で耳にした。社員としてとるべき行動として、最も適切なものを1つ選びなさい。
a)　噂を確かめるため、周囲に「本当に○○さんが通報したのか」と聞いて回る。
b)　「○○さんが通報したらしい」とメッセージで他の人にも知らせる。
c)　噂話に加わらず、通報者の推測を広めない。気になることがあれば窓口へ相談する。
d)　通報者を特定し、本人に直接問いただす。
解答：　　　　　　


問8　[ケース]　あなたは調査に協力する立場になった。関係しそうな自分のメールやデータを「念のため整理しておこう」と考えている。どう行動すべきか。理由とともに記入しなさい。
	




問9　[ケース]　あなたは誠実に通報したが、調査の結果、違反は確認されなかった。これは「故意の虚偽通報」に当たるか。理由とともに記入しなさい。
	




問10　[ケース]　上司が部署内で「誰が通報したのか」を聞き回り、アクセス履歴まで調べ始めた。この行為は法的にどう評価され得るか。社員としてどう対応するのが適切かも含めて記入しなさい。
（2026年12月1日以降を前提）
	





自由記述（任意）
今日の研修で分かりにくかった点、もっと知りたいこと、自社の制度について確認したいことがあれば記入してください。
	






採点・解説は別冊「確認テスト 解答・解説」を参照してください。本テストは理解度確認用であり、特定の事案について法的結論を示すものではありません。法令確認日：2026年6月18日。
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